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論文の概要及び判定理由 

近年、応用が飛躍的に発展した各種超精密光学素子、特に自由形状光学素子の製造において最終

加工である研磨加工の安定性の研究ニーズが高まっている。本学位論文は、このような背景から、

新しい研磨法として自転／公転型研磨法を提案した。これまでの研磨加工法では、研磨工具の端面、

あるいは工具の円周面を使用し、研磨工具の速度差による研磨除去量分布や研磨痕の残留などが顕

在する為、研磨加工が作業者のスキルに依存し、研磨量の安定性や再現性も低く、作業の自動化は

不可能であった。本研究で提案した自転／公転型研磨法は安定的に研磨が行え、理論的、実験的の

両面からその研磨効果の確認ができた。また、大型光学素子の全面研磨への適用に向かって、小径

回転式研磨工具によるスキャン研磨の走査軌跡が研磨精度に及ぼす影響を検討し、実際の平面研磨

を行った。このように本論文は自由形状光学素子の研磨に、自転／公転型研磨法を提案し、実験お

よびシミュレーションでその有効性を実証した。本論文での研究成果は研磨加工の発展に寄与する

だけでなく、光学部品やその金型加工産業の発展にも貢献することが期待される。よって本論文は 

博士（理工学）の学位に値するものと判定した。 
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